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【概要】音声信号から調音運動を推定する技術 (Acoustic- to-articulatory inversion; AAI) の開発は、

古くから取り組まれている。1970 年代は、声道形状を表現する調音モデルを事前に準備し、その調音

モデルのパラメーターを推定する AAI が一般的であった。一方で、近年は機械学習を用いて、音声信

号から real-time MRI (rtMRI) 調音運動動画を直接推定する AAI が開発されている。 

rtMRI 動画推定に関する先行研究では、英語発話時の rtMRI 動画を対象としていた。そのため、日

本語発話における調音運動も推定可能かを検討するためには、既存モデルを日本語音声 rtMRI 動画

に適応する必要がある。また、先行研究では、入力データの前処理を行っていない点を課題として挙

げている。加えて、先行研究では LSTM を用いたモデルによる検討が実施されていたが、LSTM を双

方向に行う Bidirectional LSTM (BLSTM) を用いることで、さらに滑らかな推定 rtMRI 動画の出力

が可能になると期待される。 

そこで本研究では、先行研究モデルの日本語音声 rtMRI 動画への適応に取り組み、英語音声 rtMRI

動画の結果との比較を行った。加えて、前処理として正規化処理の提案と、既存の LSTM モデルの一

部を変更した BLSTM モデルにおける推定精度の検討も実施した。 

 

【成果】日本語発話を対象に推定 rtMRI 動画を出力した結果、以下 3 つの考察が得られた。 

- 英語発話を対象とした先行研究と同程度の精度で、日本語発話の推定が可能である。したがって、

rtMRI 動画における言語によらずに調音運動を推定することが可能である。 

- 前処理として正規化処理を施すことで、顔の位置がより安定した推定が可能である。 

- BLSTM では LSTM より滑らかな rtMRI 動画の推定が可能になるものの、正規化処理による画

像の歪みの影響を受けやすい可能性がある。 

  以上の成果を踏まえて、今後はより高精度な推定が可能な AAI の開発のために、Vision Transformer 

などの最新の手法を用いたモデルの構築に取り組む予定である。 
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